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Sarasa Pickup Person 
                  

坂
井
市
は
福
井
県
の
北
部
に
位

置
し
、
平
成
18
年
３
月
20
日
に
坂

井
郡
の
三
国
町
・
丸
岡
町
・
春
江

町
・
坂
井
町
、
４
町
が
合
併
し
て
誕

生
。
人
口
約
９
万
２
千
人
、
世
帯
数

約
２
万
９
千
戸
、
本
県
第
２
の
都
市

で
あ
る
。 

 

市
の
南
部
を
九
頭
竜
川
が
、
東
部

の
森
林
地
域
を
源
流
と
す
る
竹
田 

                  

川
が
北
部
を
流
れ
、
西
部
で
合
流
し

日
本
海
に
注
ぎ
込
む
。
中
部
に
は
福

井
県
随
一
の
穀
倉
地
帯
で
あ
る
広

大
な
坂
井
平
野
が
広
が
り
、
西
部
に

は
砂
丘
地
お
よ
び
丘
陵
地
が
広
が

り
、
田
畑
が
約
36
％
、
山
林
が
約

31
％
を
占
め
、
豊
か
な
自
然
環
境

に
包
ま
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
東
部
に
北
陸
自
動
車
道
・ 

               

丸
岡
Ｉ
Ｃ
や
国
道
３
６
４
号
、
西
部

に
国
道
３
０
５
号
、
中
部
に
国
道
８

号
や
福
井
金
津
線
（
嶺
北
縦
貫
線
）
、

福
井
加
賀
線
（
芦
原
街
道
）
が
走
る

な
ど
、
主
要
な
基
幹
道
路
が
南
北
方

向
を
中
心
に
発
達
。
鉄
道
網
も
市
の

中
央
を
南
北
に
走
り
、
Ｊ
Ｒ
北
陸
線

が
２
駅
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
三
国
芦
原

線
が
９
駅
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

８
年
前
、
新
生
「
坂
井
市
」
の
初

代
市
長
に
就
任
し
新
市
の
か
じ
と

り
役
を
任
さ
れ
た
坂
本
憲
男
氏
は
、 

               

４
年
間
、
市
民
の
融
和
を
第
一
に
考

え
、
三
国
、
丸
岡
、
春
江
、
坂
井
―

全
市
民
が
「
坂
井
市
に
な
っ
た
」
と

実
感
す
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
だ
っ
た
。
似
て
い
る
よ
う
で
も
、

歴
史
も
文
化
も
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が

あ
る
、
４
つ
の
町
。
１
つ
の
町
の
と

き
は
な
か
っ
た
魅
力
が
４
倍
に
な

っ
た
の
だ
と
、
市
民
に
実
感
し
て
ほ

し
い
。
そ
ん
な
思
い
で
職
務
を
遂
行

す
る
日
々
を
送
っ
た
。 

 

市
民
一
人
一
人
に
そ
の
実
感
が 

坂
井
郡
４
町
が
合
併
し
誕
生
し
た
「
坂
井
市
」
の
初
代
市
長

に
就
任
し
た
坂
本
憲
男
氏
は
、
１
期
目
は
「
融
和
」
を
第
一

に
、
２
期
目
は
融
和
か
ら
「
飛
躍
・
躍
進
へ
」
と
、
新
市
発

展
に
邁
進
。
来
年
は
合
併
10
年
目
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

市
の
将
来
の
道
筋
を
つ
け
る
た
め
、
３
選
出
馬
を
す
で
に
表

明
。「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
全
国
上
位
の
坂
井
市
で
、
坂

本
氏
は
市
民
の
「
心
満
足
度
」
１
位
を
目
指
す
。 
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